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第 5 章では船体中央横断面形状および船首部横断面形状の二つの 2 次元浮体の規則波中動揺を例に，計算結果が水
槽実験結果と定量的に一致することを示している。これらの数値計算から求めた波漂流減衰力やパラメトリック横揺
の限界等についても，実験結果と良く一致したことから，本計算法の精度ならびに妥当性が確認されたとしている。
第 6 章では結論として以上によって得られた結果を総括している。また付録では本計算法で用いた数値計算上の
種々の技術について記述している。
論文審査の結果の要旨
本論文は波浪中の浮体に働く非線形流体力を推定する新しい手法を提案するもので，以下の成果をあげている。
1 )非線形流体力の計算に適する新しい加速度ポテンシャルを定義し，そのポテンシャルが満足すべき方程式，境界
条件を定式化している。
2 )時間領域において浮体と流体の連成運動をシミュレートする非線形数値計算法を開発している。
3 )この計算手法の精度を確認するため各種保存則の満足度を調査し，その精度が極めて高いことを示している。
4 )この手法を使い，長周期動揺時の減衰力の物理的性質やパラメトリック横揺の性質について明らかにしている。
5 )非線形三次元計算への展望や，流力弾性問題への展望を示している。
以上のように本論文は工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認め
る。
